
- 星形成を理解するうえで大質量形成領域の“距離”と“減光量”を精確に知ることは重要
- 特に銀河中心方向では RV ~ 3.1 の減光則には従わないことが知られている
- 減光曲線をきちんと評価することが必要である
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Abstract & Introduction Figure 2: JHKs Color-Color Diagram

- Westerlund1 (Wd1) について B-band から WISE W2-band までの測光観測を実施
- 視野内の Red Clump stars を減光キャリブレータとして用いる
- Wd1 のメンバーのうち分光観測からスペクトル型がわかっている天体を解析
- 赤化量の比較から Wd1 の“減光量”と“減光則”を求めた
- 減光量はおよそ AKs ~ 0.7 であり RV ~ 2.5 の減光則でよく近似される

- 減光との相関が知られている 8620Å DIB との関係についても調べた
- この DIB は GAIA によって観測可能なので関係を知っておくことは価値が高い
- これまで 8620Å DIB との相関は E(B-V)<1 の範囲だけで検証されていた
- Wd1 のデータをあわせて広いダイナミックレンジでの関係を確立した

観測

おもに 4m Blanco Telescope の ISPI camera (JHKs, 10'×10' FOV) を使用．
限界等級はそれぞれ (J,H,Ks) = (21.4, 19.2, 18.2) 程度．

明るい星には CAMIV camera (1.6m & 0.6m OPD/LNA Brazilian telescopes) を使用．

Red Clump stars の ZY-band は VVV サーベイのデータを使用．
可視光の等級はいろいろな論文から引っ張ってきている．
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Equation 2: Color Excess Ratio
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Figure 2 のような図を多波長で作成して Color Excess 比の関係を得る．

減光量の比が Aλ/AKs ~ (λKs/λ)α という関係に乗ることを仮定すると Color Excess 比につい
て Equation 2 のような関係式が得られる．多波長の結果を組みあわせて α の値を決定す
る．Color Excess 比から減光量の比を得る (Figure 4)．
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Figure 4: Extinction Curve normalized at Ks-band

Figure 3: Extinction Curve compared with vdH#16 Figure 10: Extinction versus EW of DIB8620


